
ｆ篭，

Reportタカラヅカ

蟻※」。☆

充実のトップコンビが大人のラブ・ストーリーを

話題作に意欲満々の雪細字要メンバー

〆ン

雪組大劇場公演「デパートメント･ストア」「凱旋門」

６
月
の
宝
塚
大
劇
場
公
演
は
、
文
豪
レ
マ
ル

ク
の
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
「
凱
旋
門
」
が
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
登
場
す
る
。

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し
て
４
年
目
を
迎
え
た
謡

悠
（
と
ど
ろ
き
ゆ
う
）
が
、
息
の
合
っ
た
相

手
役
月
影
瞳
と
、
か
っ
て
、
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ワ

イ
エ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
主
演
で

映
画
化
さ
れ
た
名
作
を
ど
の
よ
う
に
舞
台
で
演

じ
る
か
。

５
月
相
日
東
京
で
行
わ
れ
た
制
作
発
表
で
は
、

稽
古
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
た

侶宿

‘Ｕ一旦」

:談髪
罰

樵
I鞠

、、

蕊
諏
雪

担当演出家と月組メンバーが勢揃い

◎
新
・
東
京
宝
塚
劇
場
の
オ
ー
ブ
ン
ニ

ン
グ
作
品
は
『
い
ま
す
み
れ
花
咲
く
」

「
ば
ら
の
騎
士
」

劇場なSぴに蝿し
概要発表会irmr苧冒-－－－

が
、
早
く
も
主
題
歌
が
披
露
さ
れ
た
。

ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
を
演
じ
る
墨
は
、
「
ジ
ョ
ア
ン
に

よ
っ
て
生
き
る
素
晴
ら
し
さ
を
見
出
す
心
情
を
、

大
き
な
舞
台
で
描
き
た
い
」
と
語
り
、
月
影
も

「
男
性
に
す
が
っ
て
生
き
る
タ
イ
プ
の
女
性
像
は

初
め
て
で
、
ど
う
演
じ
る
か
が
舞
台
人
と
し
て

新
た
な
挑
戦
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

昨
年
の
芸
術
祭
演
劇
部
門
で
優
秀
賞
を
と
っ

た
、
柴
田
惰
宏
の
脚
本
と
Ｏ
Ｇ
で
も
あ
る
謝
珠

栄
の
演
出
・
振
付
コ
ン
ビ
で
贈
る
第
３
作
と
な

る
。
舞
台
な
ら
で
は
の
展
開
が
楽
し
み
。

ま
た
、
シ
ョ
ー
は
、
酒
落
た
人
間
関
係
を
描

く
こ
と
で
定
評
の
あ
る
正
塚
晴
彦
が
初
め
て
シ

ョ
ー
を
手
掛
け
る
。
老
舗
デ
パ
ー
ト
を
舞
台
に

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
シ
ョ
ー
が
ど
ん
な
味
付
け
で

登
場
す
る
か
注
目
さ
れ
る
。

・
雪
組
公
演
「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ス
ト
ア
」

「
凱
旋
門
」
６
／
釦
～
８
／
科

Ｓ
席
７
５
０
０
円

Ａ
席
５
５
０
０
円

Ｂ
席
３
５
０
０
円

ラヴィック役の珊悠（左）とジョアン役の月影瞳

２
０
０
１
年
１
月
１
日
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
工
事
が
進
む
、
新
・
東
京
宝
塚
劇
場
の
柿
落

と
し
公
演
概
要
が
決
ま
り
、
４
月
記
日
東
京
で

概
要
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

本
拠
地
宝
塚
と
同
じ
く
通
年
の
年
８
回
公
演

を
行
う
宝
塚
歌
劇
専
用
劇
場
と
な
る
。
柿
落
と

し
公
演
と
し
て
、
劇
場
の
誕
生
を
祝
っ
て
、
植

田
紳
爾
理
事
長
が
、
作
・
演
出
を
手
掛
け
る
祝

典
歌
舞
「
い
ま
す
み
れ
花
咲
く
」
に
は
、
専
科

か
ら
春
日
野
八
千
代
、
松
本
悠
里
が
特
別
出
演

す
る
。
そ
し
て
、
も
う
１
本
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
名
作
オ
ペ
ラ
「
ば
ら
の
騎
士
」

を
木
村
信
司
が
レ
ビ
ュ
ー
化
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
真
琴
つ
ば
さ
、
紫
吹
淳
、

檀
れ
い
と
い
う
強
力
な
ト
ッ
プ
ト
リ
オ
の
い
る

ﾉ4謹鍵
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カ
ル
メ
ン
役
の
樹
里
咲
穂
（
左
）
と

ジ
ョ
ー
シ
ー
役
の
遠
野
あ
す
か

（
構
成
・
写
真
／
瀬
川
直
子
）

／

６
月
の
バ
ウ
ホ
ー
ル
公
演
は
、
カ
ル
メ
ン
を
女
か

ら
男
に
、
舞
台
も
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
置

き
換
え
た
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
ミ
ス
タ
ー
・
カ

ル
メ
ン
」
が
上
演
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
で
初
主
役

を
務
め
る
、
大
阪
出
身
の
樹
里
咲
穂
（
じ
ゅ
り

さ
き
ほ
）
さ
ん
に
抱
負
を
伺
っ
た
。

●
●
。
●
■
。
■
●
回
④
。
●
●
●
⑤
。
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
①
●
■
●
。
●
●
●

私
は
ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り
始
め
た
ら
、
や
り

と
げ
て
か
ら
次
に
進
み
た
い
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。

た
だ
、
宝
塚
は
終
わ
り
の
な
い
世
界
な
の
で
、
入

団
し
た
と
き
に
男
役
伯
年
と
言
わ
れ
る
、
舞
台
人

と
し
て
一
人
前
に
な
れ
る
把
年
ま
で
は
、
何
が
あ

っ
て
も
在
団
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
今

年
、
初
舞
台
か
ら
桐
年
目
を
迎
え
て
、
自
分
の
最

初
の
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
う
一
度

新
し
い
気
持
ち
で
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
期

に
初
主
役
の
お
話
し
を
い
た
だ
い
て
、
「
主
役
が

句星組大劇場公演●

エジプトを舞台に王と瓜二つの剣士がたどる

不思議な運命を描いた「黄金のファラオ』と

猫をモチーフに描くショー「美震猫（ミラキ

ヤット)」を６月２６日まで上演中。

』

来
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
だ
な
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
男
の
人
と
女
の
人

っ
て
捉
え
方
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
お
も
し
ろ

さ
が
こ
の
作
品
に
は
あ
る
ん
で
す
。
ギ
ャ
ン
グ
物

が
好
き
で
、
一
度
挑
戦
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
作
品
の
設
定
が
、
大
恐
慌
時
代
の
ア
メ
リ

カ
な
の
で
、
そ
の
線
に
近
く
て
う
れ
し
い
ん
で
す
。

で
も
女
性
を
口
説
い
た
り
す
る
二
枚
目
っ
て
こ

れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
私
は
役
に

染
ま
り
や
す
い
方
で
す
し
、
本
気
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
稽
古
場
か
ら
相
手
役
と
芝

居
の
ウ
ソ
で
は
な
く
、
心
底
信
じ
ら
れ
る
関
係
を

作
り
た
い
で
す
ね
。

キ
ザ
っ
て
や
る
男
役
も
ひ
と
つ
の
醍
醐
味
だ
け

れ
ど
、
ふ
だ
ん
の
何
げ
な
い
仕
草
の
方
が
本
当
の

男
役
の
カ
ッ
コ
よ
さ
か
な
と
感
じ
ま
す
。
男
役
と

ノ

の完成予想図

し
て
の
美
学
を
作
る
の
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
、
宝

塚
に
い
る
限
り
立
ち
止
ま
ら
ず
に
進
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。
人
生
は
楽
し
む
の
が
一
番
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
押
し
潰
さ
れ
な
い
で
主
役
を
目
一
杯
楽

し
み
ま
す
。

・
宙
組
バ
ウ
ホ
ー
ル
公
演
６
／
柘
～
６
／
詔

「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
ミ
ス
タ
ー
・
カ
ル
メ
ン
」

木
村
信
司
作
・
演
出

全
席
４
５
０
０
円

Ｌ

新・東京宝塚劇場

月
組
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
真
琴
は
「
四

世
紀
の
第
一
歩
を
華
々
し
く
飾
り
た
い
」
。
紫

吹
は
「
宝
塚
ら
し
い
作
品
で
、
春
日
野
、
松
本

両
先
生
と
共
演
で
き
る
の
が
楽
し
み
」
、
檀
は

「
初
心
を
忘
れ
ず
に
舞
台
を
務
め
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
に
抱
負
を
語
っ
た
。

ま
た
、
新
劇
場
の
支
配
人
に
は
、
か
っ
て
甲

に
し
き
の
芸
名
で
、
花
組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
た
小
川
甲
子
（
か
っ
こ
）
さ
ん
が
就

任
す
る
こ
と
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
た
。

神
戸
出
身
の
小
川
さ
ん
は
「
舞
台
に
関
わ
る

仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
念
願

が
か
な
い
ま
し
た
。
女
性
だ
け
の
劇
団
だ
か
ら

こ
そ
、
女
性
の
支
配
人
な
ら
で
は
の
目
配
り
が

で
き
れ
ば
」
と
拍
月
１
日
の
本
格
的
始
動
に
む

か
っ
て
意
欲
を
語
っ
た
。

な
お
、
東
京
宝
塚
劇
場
の
座
席
料
金
は
、
Ｓ

Ｓ
席
１
０
０
０
０
円
、
Ｓ
席
８
０
０
０
円
、
Ａ

席
５
５
０
０
円
、
Ｂ
席
３
５
０
０
円
と
な
る
。

支配人となる

小川甲子さん

3７
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琴

l(iDosbila

P《aFl

純
白
の
ド
レ
ス
と
パ
ー
ル
に
花
嫁
の
想
い
を
こ
め
て

Ｉ
呼〆

一」
ｰ

そ

ｌＨ

バールサロン神戸

〒650-0003神戸市中央区山本通1-7-7(北野坂）
TEL､078-221-3170

FAXO78-221-9427

＝

Ｑ

Ｉ

§

モ
デ
ル
／
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
，
兜
柿
田
美
里
さ
ん

衣
装
／
つ
る
や
衣
装
店

ヘ
ア
・
メ
イ
ク
／
ロ
イ
ヤ
ル
み
ど
り

撮
影
／
池
田
年
夫
協
力
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
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モデル／代表パールプリンセス２０００黒川真三子さん

撮影／米田英男

協力／ホテルオークラ神戸・つるや衣装店・まや衣裳店(ブーケ〉

パ
ー
ル
の
き
ら
め
き
は
花
嫁
の
と
き
め
き

本社

2Fｼｮーﾙーﾑ

オーパ店

L配ｆ

Ｋ：

』
~、 ､

『Ｉ

Ｌ

砿
、

ド

神戸市中央区二宮町1-4-15
TELO73241-2125(代)FAX､O78-222-2710
TELO78-222-5881ＦＡＸ､078.261-8620

TEL､078-262-2858ＦＡＸ､078-262-2859

〃
夕
。
、

１W

、

且

Ｆ

Ｉ

職;Ｊ
森真珠株式会社

榊肩ｫ鐸蛎|膳嵐睡軍竺
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雷 闇
麿

神i１戸の

いから集

５
月
昭
日
の
朝
皿
時
。
ポ
ー
ア
イ
の
神
戸
国
際

展
示
場
に
お
い
て
〃
神
戸
国
際
宝
飾
展
２
０
０
０
〃

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
笹
山
神
戸
市

長
を
迎
え
て
行
わ
れ
、
世
界
中
の
バ
イ
ヤ
ー
や
小

売
商
の
人
々
が
つ
め
か
け
た
。

地
元
、
真
珠
業
界
の
ブ
ー
ス
出
展
も
多
一
く
、
黒

蝶
、
白
蝶
の
真
珠
や
従
来
の
あ
こ
や
真
珠
も
取
り

引
き
さ
れ
、
香
港
国
際
宝
飾
展
に
負
け
じ
と
神
戸

の
心
意
気
を
示
し
た
。

過
日
の
夜
は
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て

〃
パ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０
〃
が
催
さ
れ
、
パ

ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
が
加
代
目
と
あ
っ
て
、
歴
代
の

プ
リ
ン
セ
ス
達
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た

真
珠
の
お
し
ゃ
れ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披

露
し
た
。

植
田
紳
雨
審
査
委
員
長
と
審
査
員
の
宝
塚
花
組

の
愛
華
み
れ
さ
ん
、
ま
た
田
崎
俊
作
日
本
真
珠
振

興
会
会
長
ら
の
選
考
に
よ
り
、
全
国
か
ら
選
ば
れ

た
廻
名
の
中
か
ら
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
に
黒

川
真
三
子
さ
ん
、
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
に
飯
野
牧

さ
ん
と
向
井
さ
や
か
さ
ん
の
３
名
が
栄
誉
に
輝
い

た
。

四
日
は
国
際
展
示
場
に
お
い
て
〃
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
″

の
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
の
圃
一
際

規
格
に
日
本
が
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
に
注
目
が

集
ま
っ
た
。

夜
は
〃
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
〃
の
懇
親
会
が
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
形
式
で
６

時
か
ら
開
か
れ
た
。
７
時
か
ら
狂
言
〃
桂
噂
は
り
″

と
能
〃
吉
野
天
人
〃
が
披
露
さ
れ
、
日
本
の
古
典

文
化
を
楽
し
み
、
８
時
か
ら
は
貝
原
知
事
、
笹
山

市
長
ら
を
ゲ
ス
ト
に
パ
ー
テ
ィ
は
盛
り
上
が
り
、

真
珠
を
配
し
た
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
カ
ク
テ
ル
が
人
気

を
呼
ん
だ
。

｣

一」

簿総ii11
Ａ

Iｆ１

I雲サ
ーー

神
戸
国
際
宝
飾
展
２
０
０
０
開
催

パ
ー
ル
フ
エ
ス
タ
２
０
０
０
盛
大

Ｃ
ｌ
Ｂ
Ｊ
Ｏ
の
会
議
を
神
戸
で
！

『
＃

磐壁'１随AJL動,:.

霊認雲
＃＃

ス
タ
２
０
０
０
盛
大
に

の
会
議
を
神
戸
で
！
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隆

マイケル松本さん湯井一葉さんウドノ葉生子さん宇野照子さん
（衣里実妹）

戸の戸の神

4１

集いから集いから
『■

●
「
愛
と
哀
し
み
の
落
日
」
出
版
記
念
会

作
家
・
中
谷
衣
里
デ
ビ
ュ
ー

橋本明さん松本幸三さん中内社長田崎社長多田社長

喜びの中谷衣里さん

ご藍

■

産

蕊 皇 螺
‐＝

鰯
一

毒
へ
曇

領

中
出

U固”

H､身 ＃

劃 ｡１い？Ｍ
中谷秋咲子さん山本敬子さん中谷浩和さん

（元サントノーレママ）（御主人）

牢
①
け
壷

℃

鉛
年
来
、
北
野
坂
と
ト
ア
ロ
ー
ド
の
〃
サ
ン
ト

ノ
ー
レ
〃
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
中
谷
衣

里
さ
ん
が
、
文
芸
社
か
ら
「
愛
と
哀
し
み
の
落
日
」

を
処
女
出
版
。
作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
出
版
記

念
会
が
、
５
月
躯
日
の
正
午
か
ら
甲
子
園
都
ホ
テ

ル
で
約
３
０
０
名
が
集
い
、
華
や
か
に
開
か
れ
た
。

ミ
ラ
ボ
ー
橋
の
詩
の
朗
読
を
中
谷
衣
里
さ
ん

が
、
安
藤
義
則
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
語
り
ス
タ
ー
ト

し
た
パ
ー
テ
ィ
は
、
中
昧
の
濃
い
彼
女
の
生
き
ざ

ま
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
迫
力
あ
る
世
界
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
声
を
失
っ
た
中
谷
衣
里
さ
ん
が

久
々
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
バ
ン
ド
と

共
に
歌
い
、
巷
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
御
主

人
や
、
御
子
息
の
お
嫁
さ
ん
（
秋
咲
子
さ
ん
）
や

お
孫
さ
ん
（
光
里
さ
ん
）
な
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
暖

か
い
サ
ポ
ー
ト
ぶ
り
も
見
事
。
ち
ょ
っ
と
太
っ
た

衣
里
さ
ん
は
熟
女
の
魅
力
を
発
揮
。

第
２
作
の
「
恋
す
て
ふ
」
は
映
両
化
の
話
も
進

ん
で
お
り
、
第
３
作
目
は
７
月
号
か
ら
「
異
端
の

需
蔽
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
月
刊
神
戸
っ
子
に
連
放

さ
れ
る
。

本
の
印
税
は
、
家
庭
養
護
促
進
協
会
の
橋
本
明

事
務
局
長
の
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
寄
付

を
続
け
た
い
と
い
う
衣
里
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
、

お
手
伝
い
さ
ん
に
育
て
ら
れ
、
結
婚
し
た
衣
里
さ

ん
。
彼
女
自
信
も
仕
事
の
た
め
に
子
育
て
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
。
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
時
代
か

農
挿
祉
へ
力
を
注
い
で
い
た
衣
里
さ
ん
の
姿
勢
は

今
も
変
わ
ら
な
い
。
（
小
泉
美
喜
子
）

心Ｉ

、
８
月
卯
日
／
中
谷
衣
里
ラ
ィ
ブ
シ
ョ
ー

グ
レ
イ
ト
ブ
ル
ー
（
安
藤
義
則
氏
の
店
）

⑬
９
月
調
日
琢
中
谷
衣
里
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
リ
サ
イ
タ
ル

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

●
担
月
酔
日
／
中
谷
衣
里
ク
リ
ス
マ
ス
リ
サ
イ
タ
ル

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

rや

聖鍵塁

鍾蓋

j葱！
中谷衣里さんを囲んで・・・

平山稀恵さん、中谷光里ちゃんと発起人の

Ⅲﾛ

ﾛ畠塾f樋
〔性たち

ご蔑弄,Ｅｊ １判
１
Ｊ
〉

窟
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崖１１

副職i難虜

Ｆ

、

霞

がとうあり
ご来場１口□万人突砿大感謝祭

一三一一

4２
ンビールではゴミを分別回収

資源化１００パーセントをめざすキリ

註■桧

『

－１』_黒昌謝:胃

平
成
９
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
キ
リ
ン
神

戸
工
場
。
神
戸
市
北
区
は
い
つ
け
ん
遠
く
感

じ
る
が
、
神
戸
方
面
か
ら
六
甲
有
料
道
路
を

利
用
す
れ
ば
、
釦
分
ほ
ど
（
神
戸
三
田
Ｉ
Ｃ

下
車
約
４
分
）
。
北
区
の
広
大
な
敷
地
に
建
つ

神
戸
工
場
で
は
、
お
馴
染
み
の
ラ
ガ
ー
ビ
ー

ル
を
は
じ
め
神
戸
ビ
ー
ル
や
一
番
搾
り
、
新

発
売
の
素
材
厳
選
な
ど
を
製
造
、
大
ピ
ン
に

換
算
す
る
と
年
間
約
４
億
７
０
０
０
万
本
に

も
の
ぼ
る
。
こ
こ
で
は
、
最
新
の
ビ
ー
ル
生

産
ラ
イ
ン
を
見
学
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
手

作
り
ビ
ー
ル
を
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
め
る
ビ
ー

ル
教
室
な
ど
が
人
気
を
よ
ん
で
い
る
。
オ
ー

プ
ン
以
来
、
出
来
立
て
ビ
ー
ル
と
無
国
籍
料

理
を
楽
し
め
る
丘
の
上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ

ー
プ
ン
、
三
田
藩
の
蘭
学
者
川
本
幸
民
が
つ

く
っ
た
日
本
最
初
の
ビ
ー
ル
の
再
現
、
キ
リ

ｋ

ｐＨ一.､口

村上稔キリン神戸工場長から花束とビールがプレゼント

寝
銅
』蟻

４
月
朗
日
に
は
、
来
場
者
１
０
０
万
人
を

破
し
、
す
っ
か
り
神
戸
市
民
に
親
し
ま
れ

き
た
。
５
月
幻
日
に
は
、
キ
リ
ン
神
戸
工

で
、
来
場
者
１
０
０
万
人
突
破
を
記
念
し

、
大
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、

動産

100万人目となった三上さんご一家に、

て場て突 た ン
ラ
ガ
ー
缶
を
形
ど
っ
た
送
迎
バ
ス
な
ど
、

あ
っ
と
驚
く
ヒ
ッ
ト
企
画
を
生
み
出
し
て
き

露識i１

蕊

フェスティバル会場ゲートでは、

池田義一神戸支社長がお出迎え

フリーマーケットも大盛況

真
夏
日
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
晴
天
で
、
願
っ

て
も
な
い
ビ
ー
ル
日
和
に
。
来
場
者
に
は
、

ビ
ー
ル
か
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
が
配

ら
れ
る
と
あ
っ
て
？
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ

ル
の
長
蛇
の
列
が
。
約
２
万
人
の
来
場
者
が

つ
め
か
け
た
。
と
く
に
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
た
子
供
た
ち
が
目
を
引
い

た
。
ビ
ー
ル
エ
場
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん

な
に
子
供
た
ち
が
？
と
い
う
の
も
子
供
た
ち

の
お
目
当
て
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ウ
ガ
シ

ョ
ー
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
一

目
見
よ
う
と
親
子
さ
ん
た
ち
で
超
満
員
、
立

錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
。
最
後
列
に
は
、
子

供
た
ち
を
肩
車
に
乗
せ
た
お
父
さ
ん
た
ち
の

姿
も
。さ
ら
に
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
キ
ャ
ン
ペ
ン

ガ
ー
ル
〃
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ズ
〃
が
登
場
！
彼
女

た
ち
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
女

の
子
３
人
組
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。
お
母
さ
ん
？
（
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ズ
？
）

の
声
援
を
受
け
て
、
お
父
さ
ん
た
ち
も
、
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
大
奮
闘
。
景
品
は
も
ち
ろ

哩璽
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新鮮な明日へ

唖

野

鄭鄭

藻藻

紹
介
、
も
ち
ろ
ん
試
飲
も
。
そ
の
他
に
も
立

杭
焼
き
教
室
、
キ
リ
ン
神
戸
工
場
と
野
生
動

物
の
共
生
を
紹
介
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
ッ
ァ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
楽
し
い
休
日
も
、
あ

っ
と
言
う
間
に
幕
を
閉
じ
た
。

キ
リ
ン
神
戸
工
場
は
ま
さ
に
ビ
ー
ル
の
楽

園
。
ビ
ー
ル
の
歴
史
や
ビ
ー
ル
が
生
ま
れ
る

ま
で
ビ
ー
ル
の
世
界
を
く
ま
な
く
紹
介
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
皆
で
ワ
イ
ワ
イ

と
飲
む
、
ビ
ー
ル
の
醍
醐
味
を
存
分
に
味
わ

っ
た
。

ん
ビ
ー
ル
。

続
い
て
、
記
念
す
べ
き
来
場
１
０
０
万
人

目
と
な
っ
た
三
上
さ
ん
（
神
戸
市
灘
区
）
ご

一
家
に
、
村
上
稔
工
場
長
よ
り
花
束
と
キ
リ

ン
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
ー
０
０
本
、
キ
リ
ン
ビ
バ

レ
ッ
ジ
よ
り
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
－
０
０
本
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
ご
主
人
は
「
こ
れ
か

ら
も
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
を
愛
飲
し
た
い
」
と
。

来
場
者
た
ち
は
、
も
れ
な
く
出
来
立
て
の

ビ
ー
ル
を
満
喫
し
た
。
焼
き
鳥
や
お
好
み
焼

き
の
屋
台
の
演
出
も
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
お

い
し
く
感
じ
た
は
ず
。
屋
内
で
は
、
前
出
の

川
本
幸
民
が
つ
く
っ
た
ビ
ー
ル
を
浄
瑠
璃
で

講義の後は、川本幸民ビールを試飲 川本幸民のビールづくりを浄瑠璃に紹介

音頭に合わせて、「ジャンケンポン」 いちばんの人気は仮面ライダークーガショー

Ｗ

鰯

熱

三田駅からは“ラガ

ーバス,’がお出迎え

ロ

弦

4３

』す

場１口□万人突破大’
一一一 １言｢~‐

立杭焼き教室も開催

塵 ｜雌

■明」

鱗
ご予約・お問い合わせ

キリン神戸工場

神戸市北区赤松台２１－１
TEL､078986戸800t

hlIPWWWW,kirln.、.'P/eVGnlSﾉareaノ
kirinkobeJindexルiｍＩ

1蝿藤
ご来場１団鰯

宵i糠
人突破大感
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漂妙り･挽きたての祷り

|隻蕊Ｉ

GoodCoffもｅＳｍｉＩｅ

ﾘｯﾁな

ＵＣＣカプチーノ
ＡＢ２５０ｍＩブリズマ

見た目にもおしゃれな、

デザート感覚の

コーヒーです。

ﾄ。刀
、
、
、

UCC新ﾗｲﾝﾅｯブ，

圃翻

できることのすべてを。http:〃www.ucc.co・jp／ＵＣＣ上島伽排株式会社

ＵＣＣＭＩＬＫＣＡＦＥ

ＰＥＴ３５０ｍＩ

ソフトな甘さがうれしい、

カフェオレタイプの

コーヒー飲料です。

コーヒー飲料

ロロn脚ⅧＴ９Ｅｇ

ｎＩＥＦｌｎＥＴＩｌＷＴ舵IＪｍｍ

"脇庄

のんだあとはリサイクル

,鐸ニノj脇i;ｈ 目エラーＭWIN二

１Ｍ毎Ｉ?Ｆ行r『稗qlV⑰"FFT庇

やさしいヨルら¥1-世ロザ
コーヒー麓R料
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三等
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壱
一
一

ＵＣＣオリジナル

缶２５０ｇ
受け継がれる

おいしさへのこだわり。

今年は一段とミルクリッチに。

深妙り･挽きたての香り
ー

ORIG Ｉ
厘麺乳飲料

J_』

ＵＣＣオリジナル
ＡＢ２００ｍＩ

これが，，オリジナル，，の

新しいカタチです。

行宅一一．

BＯＲＮｌＮ１９６９

FIRSTImTHEWORLD

量[Ｚ

壷麺乳飲料

LhGoodCoffeeSmiIe お客様の笑顔のために、コーヒーに
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極
織
東
灘

洞、

〆

…
二区別

種

ひ

鴎
刈
舷

増

周
年

i鍵謹難蕊
４１

4６

炉Ｉ炉Ｉ

諺
回

■序

U- 』

ま
ち
の
魅
力
を
語
る

難
EＬ 》

》
』
【

蝋
『
一

率
酔
観
愚
劉

I蝿患d露 .剥
遥

痔~』

霞

写真は東灘区政50周年を祝って４月29日に行われた東灘だんじりパレードより

鵜 霧~"

嘘t、

陀

今
年
、
東
灘
区
は
釦
周
年
を
迎
え
た
。

一
口
に
「
東
灘
」
と
い
っ
て
も
、
地
域
ご
と
に
多
彩
な
顔
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
一
の
酒
ど
こ
ろ
・
灘
五
郷
、
流
行
を
先
取
り
す
る
お
し
ゃ
れ
な
岡
本
界
わ
い
、

幻
世
紀
の
未
来
都
市
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
１
１
も

ま
さ
に
伝
統
と
先
進
性
が
混
在
し
、
多
様
な
楽
し
み
方
の
で
き
る
ま
ち
を
構
成
し
て
い
る
。

東
灘
の
魅
力
を
３
人
の
方
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

鱗

iiiＭｉ
Ｌ

｡■

向
洋

、

〆

r,【

曙＃

婆参

ｈ

Ｆ
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産
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東
灘
区
帥
周
年
を
祝
っ
て
４
月
羽
日
に
、
東
灘

の
だ
ん
じ
り
銘
台
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
神
戸
市

内
の
だ
ん
じ
り
は
、
灘
区
に
６
台
、
兵
庫
区
に
２

台
な
ど
他
地
区
に
も
あ
り
ま
す
が
、
東
灘
が
ズ
バ

抜
け
て
多
い
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
だ
ん
じ
り

は
神
社
と
関
係
が
あ
る
か
ら
で
す
。
み
こ
し
（
横

点
入
れ
る
）
は
神
社
の
も
の
で
す
が
、
だ
ん
じ
り

は
氏
子
が
金
を
出
し
合
っ
て
つ
く
っ
た
い
き
さ
つ

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
私
ど
も
の
東
明
地
区
で

は
、
東
明
八
幡
神
社
の
氏
子
が
だ
ん
じ
り
を
支
え

て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
昔
か
ら
酒
メ
ー
カ
ー
が

多
く
、
資
金
的
に
は
豊
か
だ
っ
た
か
ら
だ
ん
じ
り

の
数
も
多
く
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

私
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
だ
ん
じ
り
が
好
き

で
、
小
学
生
の
と
き
に
、

「
な
ん
で
、
う
ち
の
東

明
地
区
に
は
だ
ん
じ
り

な
い
の
や
」
と
他
地
区

の
だ
ん
じ
り
を
見
て
口

惜
し
い
思
い
を
し
た
も

の
で
す
。
も
と
は
昭
和

８
年
に
つ
く
ら
れ
た
の

だ
ん
じ
り
は
東
灘
の
宝

腰
皿
姻
〃
、
肌
刷
電
惇
氏
℃
》

高
嶋
良
平

念
鳩
欝
食
品
驚
会
驚
叢
羅
挫
》

劇

4７

(正月三が日のみ体）

霧謬雪阜 蕊蕊
腿

こうべ甲南

蕊

が
戦
災
で
焼
失
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
や

っ
と
、
昭
和
田
年
に
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

だ
ん
じ
り
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
だ
ん
じ

り
を
通
し
て
住
民
同
士
の
交
流
が
で
き
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
く
な
る
。
ふ
た
つ

目
に
は
、
青
少
年
の
育
成
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と

で
す
。
東
明
地
区
で
は
小
学
生
用
の
子
供
だ
ん
じ

り
、
さ
ら
に
幼
稚
園
児
用
の
孫
だ
ん
じ
り
も
あ
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
子
供
同
士
、
大
人
と
子
供
の
交
流

が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

だ
ん
じ
り
を
通
し
て
地
域
の
交
流
が
密
だ
と
い

う
こ
と
も
、
こ
の
東
灘
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
何
よ
り
も
だ
ん
じ
り
は
勇
壮
で
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
見
て
い
て
実
に
楽
し
い
。

今
後
も
だ
ん
じ
り
を
東
灘
の
名
物
に
し
た
い

し
、
将
来
は
全
市
的
な
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
を
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
で
す
ね
。

美味体験

鎌
東
明
の
だ
ん
じ
り

武捧:.､郷

酒泉調iii
オープンした．での立ち飲み処。

歩入館
歩くための靴を追求するアシックス

そば辰
葬りに本店のある老舗

カフェルシヵ

シアトル風の才･･プンカフヱ

甲南

高嶋酒類食品の130耳

る歴史に閲する資料歯
示。入館無料。

盃078-842－2508

にわた

どを展

お食事処平介茶屋

かまどで炊いたふつく§

に旬の漬け物、慧添力喉

のお店。増で作るみそ汁をお楽Ｌ
ださい。

営業１１：３０～１３：３０
（正月三が日のみ休み：

飯
味
く

ご
成
み

〒658-0044神戸市東灘区御影塚町４宇目４．．８
念078-842-2508

ＪＲ六甲造駅から南へ徒歩15分阪神新在家駅から束へ徒歩3分

駐車場有り(観光バスも入れます〉

2000

楽焼四百年記念

梁歴代と十五代吉左繍門展
５月１ｓ日

午前10時

(土）～フ月巳０日(木)(会期中無休）

～午後5時（但し入館は4時30分迄）

蕊
入館料大人800円学ﾉlz5001q小人250円

共催朝日新聞社．協力梁美術雌

香雪美術館
ｆ~五代崇吉左謝門作〒658-0057神声市東灘区御影可謬家
焼買黒茶碗誇銘漁月念(078)841.0652
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闇東灘区50周年
一まちの魅力を語る一

阪
急
〈
岡
本
〉
駅
と
緩
や
か
な
坂
３
０
０
メ
ー

ト
ル
で
Ｊ
Ｒ
〈
摂
津
本
山
〉
駅
が
結
ば
れ
、
始
発

か
ら
終
電
車
ま
で
乗
り
換
え
利
用
の
人
が
絶
え
ま

せ
ん
。
間
の
山
手
幹
線
か
ら
市
バ
ス
で
住
吉
川
上

流
の
「
渦
が
森
」
、
「
鴨
子
が
原
」
の
住
宅
団
地
や

阪
神
〈
御
影
〉
、
〈
深
江
〉
と
も
繋
が
り
、
な
に
よ

り
通
勤
・
通
学
に
便
が
良
い
と
い
う
の
が
先
ず
こ

の
地
の
魅
力
で
し
ょ
う
。

「
岡
本
は
大
学
の
街
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ア
ー
バ

ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
，
肥
で
は
「
若
者

と
共
に
生
き
る
街
」
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
南
大
学
生
と
灘
高
生
は
駅
か

ら
西
方
へ
、
甲
南
女
子
大
学
生
と
神
戸
薬
科
大
学

生
は
東
方
へ
と
登
校
時
は
対
向
で
き
な
い
程
道
一

杯
に
流
れ
ま
す
。
日
暮
れ
ま
で
の
岡
本
・
本
山
の

街
に
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
で
活
気
あ
る
賑
わ
い
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
こ
れ
ら
若
者
達
で
す
。

商
店
街
振
興
組
合
加
盟
店
だ
け
で
２
３
０
余
。

ヤ
ン
グ
向
け
の
品
が
目
立
ち
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
、

パ
ン
屋
さ
ん
が
多
い
の
も
特
徴
あ
る
傾
向
で
す
。

し
か
し
実
際
に
は
お
年
寄
り
か
ら
幼
児
ま
で
い

ろ
ん
な
層
の
人
が
大
勢
行
き
来
し
て
い
る
の
が

「
岡
本
ら
し
さ
」
だ
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
年

齢
だ
け
で
な
く
、
駅
近
く
か
ら
「
住
」
と
「
商
」

「
自
然
」
が
導
く
地
域
の
魅
力

ｌ
阪
急
・
岡
本
～
Ｊ
Ｒ
摂
津
本
山
１

登
下
校
の
学
生
達
で
に
ぎ
わ
う
岡
本
界
隈

戸
津
正
雄
画
家
〉

農
１
階

‐
謡
繋
票
型

闇

I扉~1i§1雨
が
混
在
し
て
い
る
街
で
も
あ
り
ま
す
。

六
甲
、
有
馬
へ
の
登
山
の
起
点
の
山
を
背
に
、

風
好
し
水
好
し
で
、
し
か
も
大
阪
、
神
戸
の
中
心

部
に
出
る
の
に
至
便
な
住
宅
地
・
文
教
地
と
し

て
、
元
来
農
地
が
変
身
を
遂
げ
た
地
域
な
の
で
す
。

昭
和
初
期
、

岡
本
や
梅
散
り
か
か
る
葱
畑

の
風
景
に
ほ
れ
込
み
、
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
が
岡

本
（
梅
林
）
公
園
近
く
に
自
ら
鎖
澗
閣
を
設
計
し

建
て
た
の
も
、
戦
後
、
笹
部
新
太
郎
博
士
が
名
桜

サ
サ
ベ
ザ
ク
ラ
を
生
み
出
し
た
岡
本
南
（
桜
守
）

公
園
の
場
所
に
居
を
櫛
え
る
の
も
、
共
に
こ
の
環

境
に
魅
せ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

昨
年
竣
工
の
石
畳
も
好
文
圃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
も
次
世
代
に
続
く
「
岡
本
ら
し
さ
」
を
模

索
し
た
一
過
程
の
結
果
な
の
で
す
。

E可

悪E2r3
時
一

晶子

河
津
、
限
画

『、

4８

３－
１

Monfpelliel，
神戸市東灘区岡本1331ｻﾝｵｶ三ﾄビﾙB1

TFIO78-452-2940

お酒とおしゃべり、シェフ

の心温まる料理で楽しいひ

とときを…

営業時間／ｊ７：００～24：００

定休日／日曜

岡
》
本
の
お
し
ゃ
れ
な

＋
刈
‐
ｌ
癖
グ
ー
１
斗
ソ
ロ
ン

サ
ロ
ン
蔦
里

デ
ザ
イ
ナ
‐
，
小
林
万
里

デ
ザ
イ
ナ
！
小
林

悟子

WeServe7heBestQua"iｙ
私たちは、最高の品質を提供します。

ドンク岡本グルメ館１Ｆには、本格派
フランスバンをはじめいろいろなおい

しいパンを取り揃えています。

岡本グルメ館趣078-412-４１８０定休日第２水曜日

'"'""ｉ‘ＤＯﾉＶＱ加州
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新
し
い
歴
史
を
つ
く
る
街

区
政
帥
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

が
阪
急
岡
本
よ
り
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
り
住

み
、
早
廻
年
の
月
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

東
灘
区
と
は
約
卿
年
程
、
私
の
古
里
と
し
て
、
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、

ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ト
４
番
街
だ
け
が
で
き
上
が
り
、

中
庭
も
で
き
上
が
っ
て
い
な
い
未
完
成
な
所
に
荷

物
を
運
ん
だ
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
街
路
樹

も
若
木
で
街
を
包
む
と
い
う
所
ま
で
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
入
居
す
る
と
、
い
つ
で

き
上
が
っ
た
か
と
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
速
さ
で

中
庭
が
で
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｐ
Ｌ
、

4９

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
街
を
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。
南

の
方
に
あ
っ
た
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
と
い

う
プ
ー
ル
も
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
が
今
で
は
閉

館
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
選
択
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
の
灯
を
一
つ
消
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
そ
の
名
残
り
は
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
美
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
ま
ま
に
廻
っ
て
い
ま

す
。
区
政
印
周
年
の
歴
史
の
中
に
は
、
新
し
い
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と
い
う
子
供
を
つ

れ
て
、
共
に
歩
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

行
政
の
強
い
意
志
が
見
え
る
、
リ
バ
ー
モ
ー
ル
の

提
案
、
古
里
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
小
川
・
自
然
（
水
）

と
人
、
自
然
（
木
）
と
人
、
自
然
と
対
話
す
る
人

間
の
オ
ア
シ
ス
が
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
あ
り
、

街
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で
か
こ
ま
れ
、
あ
の
若
木

だ
っ
た
木
々
は
大
木
に
な
り
日
陰
を
作
っ
て
い

る
。
西
に
は
抑
子
の
木
、
東
は
市
政
１
０
０
年
に

植
樹
さ
れ
た
梅
の
木
が
見
事
に
花
を
つ
け
、
花
の

終
わ
り
を
ま
つ
よ
う
に
、
桜
の
花
の
芽
が
ふ
く
ら

む
、
そ
し
て
山
の
土
で
埋
め
立
て
た
せ
い
か
、
潮

風
は
ど
こ
吹
く
風
と
さ
ま
ざ
ま
な
、
木
や
花
が
、

ゆ
れ
て
い
る
。
何
と
な
く
落
つ
い
て
き
た
よ
う
に

思
う
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
昨
今
で
す
が
、
東
灘
人

口
魁
万
人
、
そ
の
４
分
の
１
を
し
め
る
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
人
口
最
終
３
万
人
を
約
束
し
な
が
ら
東
灘

海
の
手
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
現
代
的
な
建
物
の

中
に
ぬ
く
も
り
を
ゆ
っ
く
り
送
り
込
ん
で
い
る
。

大
人
に
な
っ
た
子
供
を
想
像
す
る
時
、
新
し
い
神

戸
っ
子
が
、
神
戸
を
ど
う
思
う
の
か
、
神
戸
が
大

好
き
な
私
は
、
私
な
り
に
今
の
神
戸
を
書
き
残
そ

う
と
思
う
。

歩
く
人
々
も
小
川
と
緑
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
む
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
風
景

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
、
東
西
の
花

火
は
応
接
間
の

窓
を
全
開
す
れ

ば
両
手
に
花
と

い
う
風
情
で
私

達
家
族
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
も

２
年
程
で
し
た

で
し
ょ
う
か
、

次
々
に
高
層
マ

岡
本
真
穂
許
も

’
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ー

味
心
聯

営業時間／１２：00-,14：００１６：００～
定休日／水曜

神戸市東灘区西岡本2-7.3
オーキッドコー卜右峯館1Ｆ
<JR住吉訳東徒歩7分国道2号線住吉川北〕
ＴＥＬ､０７８－４５３－１８７７

や

1『畠
寿司

六甲アイラン
アーバングルメボー

ド

卜１Ｆに

６月２日(金)オーブン

新規店舗では店内にて､お惣菜でお鯛Fをしてい
ただけるよう､お席をご川意いたしております。

お弁当も６月調より従来どおり縄達させていた
だきます＝

弁当・お惣菜のお店

感 跨念
神戸市東灘区向洋町中2-13TEL078忽857.5552

(営)11;30～14鋤１７:30~20:００不定休

デタンスの中のルネッサンス｣和服から洋服へ

モードメイトミチコ
:i錦藤井美智了

神戸市東潟区本山北町５－１３１１
TEL.O78-431-8051

''７面E百面eyec1inic ll

入院・手術随時

西崎眼
IL一一一TEL.o78-431-0689画

慨醐Z『料理/膝_/が33周年を迎えま式

］

神戸市東溌灰偉吉本町1.1.11.28

円珠倖吉コープ：Ｆ

ＴＥＬＯ７８－８４１－０２４８

(営)11：３０~14:３０１７:30~20:３０月曜休

》クラシック・ジャズ・ポップス(寒司＞
ピアノ・ヴォーカル

ロ 勲照蛎
十川ミュージックアカデミー
催人レッスン・グループレッスンj辞できます

壷神戸(078)441-0077
神戸市燕区本１１』北町訂呂442JR霧鉢山鞘上プﾗｯﾄﾎー ﾑ前

阪j諏職駅よ'j鍵舞分

そうさいや
地球健康家族

岡本店 !③ＥＡＲＴＩｔ･ＨＥＡＬｒＭＢＦＡ棚IIJ
議濡柵淵:ａｏ哩報鶏嬰２
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'97年度ｱｶヂﾐー 賞受賞の映画｢ｼﾔｲ刻の
ﾓデﾙとなった奇跡のピアニスト再来日1１

蝕罰診豊

鱗
騨蓋Ｉ蕊

回lﾛー ｿﾝﾁｹﾂ卜云D6-63B7-1gOO

●
お
ま
が
せ
コ
ー
ス
●

６
ｏ
Ｏ
Ｏ
四

８
０
０
０
円

７
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
囚

昌
嘩
部
さ
旧
松
花
堂
弁
豊

ｚ
ａ
ｏ
Ｏ
円

美
酒
山
蓋
塑
括
魚
で

日
粛
の
風
情
を

疏
わ
ら
ｌ
花
柳
吉
聖
さ
ん
（
日
本
舞
踊
ま

5０

騒即

讃。
i惑馨雲望鎧

雑
．
一

■

篭
u

厚

ノ
亀

一
‐
か
じ
き
さ
ん
へ
は
、
身
内
の
弟
子
た

ち
と
気
楽
に
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
お
ま
か
せ
料
理
を
、
お
座
敷
や
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
美
酒
小
鼓
（
酒
仙
）

の
吟
醸
を
い
た
だ
き
な
が
ら
味
わ
う

と
、
日
頃
お
稽
古
や
舜
台
で
忙
し
い
私

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
と
い
う
感

じ
で
す
」
日
本
舞
踊
家
の
花
柳
吉
要
師

は
、
着
物
姿
で
、
お
稽
占
場
か
ら
直
行
。

ご
主
人
の
島
村
直
孝
さ
ん
の
腕
に
か
か

る
と
ハ
モ
料
理
も
、
生
け
賛
料
理
も
目

の
前
で
見
事
に
で
き
あ
が
る
。
最
近
は

ご
子
息
の
健
太
さ
ん
も
手
伝
い
、
沢
美

夫
人
の
暖
か
い
サ
ー
ビ
ス
も
家
庭
的
。

お
昼
の
松
花
堂
弁
当
（
ぜ
ん
ざ
い
付
き
）

が
人
気
あ
り
、
蒸
し
あ
な
井
（
１
８
０

０
円
）
、
い
く
ら
井
（
１
５
０
０
円
）

も
〃
か
じ
き
〃
な
ら
で
は
の
味
。
夏
に

向
っ
て
ハ
モ
料
理
と
美
酒
小
鼓
と
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
は
最
一
局
。

Ⅱ木料理

ｳ､〔jき
神戸市中央区下山手通3-15-10

万葉ハイツ元町１F

TELO78-332-6029
営業1.1：３０～１４：００

／１７：００～２２：００

(ラストオーダー21：30）日曜定休
ご予約承ります

急プレイガイド公Ｏ７Ｂ－Ｂｇ２－ｇＲｐｐ

神戸で世界と出逢いましょっ。界 鐙議毒デレど

ヘノ”コﾂﾄ

ヨ三宮阪閥神戸国際会館ＰＧ窓□7B-230-9画ｎ口

回チケットぴあsoaBB63-gggg

デヴイツ

熱遥霧

ド。

鐘

6/29s7:0OPM神戸国際会館固くさいﾎーﾙ
７／１u2:CCPMﾌｴｽﾃｲパﾙﾎーﾙ
S¥8,500群Z500B¥6,500C¥5'5001調

岡両応11百ｍ

識認:鋪認薦蕊::請謡詫昌’

囚CNブﾚｲｶｲド冠D6-B77ell9g
屋ﾌｪｽﾃｨﾙﾎー ﾙＰＧ垂OS-6231-2221

熱
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小鼓会画丹波美酒と京料理の競演

丹波の美酒“小鼓”と京料理を楽しitj-4月10日、京都平安神宮のすぐ南、創業

が享保年間という料亭‘‘美濃吉本店竹茂楼'で開催された。西山裕三社長は高級

ワイングラスメーカー、リーデル社と「大吟醸グラス」を開発､販売するとあい

さつし、参加者を驚かせた。“洗練”と‘‘質素”の融合をテーマにした美濃吉の

季節感あふれる‘‘皐月の懐石，'を小鼓の純米吟醸と純吟生酒でいただいた。名物

似こく汁は、葵祭りが行われようとしている初夏の京を思わせる。いつものよう

な神戸の賑やかな会とは違い、しっとりとした会であった。

神戸市灘区将軍通３丁目3-30

TELO78-80-I-6805

FAX.Ｏ78-801-7805

営業１１：３０～１３：３０

／１７：００～２２：３０

(ラストオーダー２２：００）火曜定休
ご予約承ります

が
び
わ
ら
の
聡
は

こ
だ
わ
り
減
あ
っ
て

最
高
ｌ
新
谷
誘
紀
さ
ん
（
彫
刻
家
）

夕
ぴ
い
ロ
７
８
０
０
囚

上
ロ
ー
ス
９
０
０
円

上
カ
ル
ビ
９
０
０
円

塩
タ
ツ
８
５
０
円

塩
ミ
ノ
８
０
０
円

ラ
シ
チ
８
０
０
四弐
の

「
ぼ
く
は
丑
年
生
れ
な
の
で
〃
牛
〃
が

大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
神
戸
肉
の
彫
刻

を
創
っ
た
時
な
ん
か
、
丹
波
の
牧
場
で

〃
花
子
〃
と
い
う
名
前
の
牛
と
眼
と
眼

が
合
い
、
モ
デ
ル
と
し
て
製
作
に
協
力

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て

ね
。
・
だ
か
ら
ご
縁
が
あ
る
ん
で
す
ね
」

と
彫
刻
家
の
新
谷
誘
紀
さ
ん
。
「
か
じ

わ
ら
」
へ
は
「
ハ
イ
ジ
」
の
前
田
社
長
が

案
内
役
だ
っ
た
。

「
イ
タ
リ
ア
が
長
か
っ
た
の
で
、
ぼ
く

の
肉
の
味
わ
い
方
は
、
素
材
の
美
味
し

さ
を
生
か
し
て
、
塩
と
黒
胡
淑
（
ブ
ラ

ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
）
と
レ
モ
ン
で
食
べ
る
。

か
じ
わ
ら
の
味
は
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て

最
高
。
五
感
に
伝
わ
る
美
味
さ
で
す

よ
」
。
ご
主
人
の
梶
原
章
さ
ん
は
養
父

郡
関
宮
町
の
太
田
牧
場
か
ら
肉
を
直
送

し
、
唐
津
焼
（
西
岡
良
弘
作
）
に
盛
る
。

「
お
客
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
サ
ー
ビ

ス
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
肉
一
筋
の

迫
力
が
心
地
よ
い
。

あみ焼肉

迩jざね必

西山酒造場
〒669-4302兵庫県氷上郡上郡市島町中竹m1171
Tm』.079院86-0331FAXO795F86-0202

Mp:〃www・gulforjp/YgmsS/kois皿u-mi/index､I１ｔｍｌ

5１
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おみやげに、御贈答品に．

⑩
ＧＯＱＤＴ典己ＴＥＦＲＯ閉ＫＪＢ

ＫＯＢＥＢＲＡＮＤ神戸ブランド

●モザイク店●ビエント神戸店
神戸市中央区東川崎町1-6-1神戸市中央区相生町3-1-1
<ハーバーランド・モザイク内）（JR神戸駅橘内・ビエント神戸内）
垂078-360-1810盆078-366-0515

お中元夏の贈り物を選ぶなら…

お目

１８個入２，０００円

株式会社コンフェクショナリーコトブキ

関西本部〒6国-0026尼崎市水堂町4丁目１番5号TEL(06)6438-8171
関東本部〒107,61ｺ覇可都港区北腎山3-5-30入来ピル6ＦTEL(03)3796-3001

コレクションにパーソナルギフトに最適ノ

●ビスク人形各種

●ベネティアンアクセサリー各種（イタリア）

本場イタリアからベネティアングラスアクセサリー＆時計、ニューアライパルで続々 登場．．

ミニチュア＆レジェンド

"さ－ワZＥ
神戸市中央区三宮町3丁目９－８

TELO78-331-5756

FAX､078-321-0173

叫JR･阪神元町駅|',＝Ⅱ＝【１１，＝軍国

醜Ｉ
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灘麗記商行

…震逼…
TbRRoADDELicjwEssEN

トアロードﾃ゙ﾘｶﾃｯｾﾝ

園目

ウ
ェ
イ
バ
ー

味
覇
は
味
の
王
様

トアロードから伝統の味を

《新生公司のギフト通信販売》 わ
う
。

－

－

吟味された材料と伝統の製法一ｂ

ハム・ソーセージのほか、ローストビーフやスモー

クサーモン、チーズなど、国産・輸入品を問わず豊

富にそろうデリカテッセン。お好みに応じて詰め合

わせてもらえるので、お中元に最適です。

霞囲国四国
元町本店神戸市中央区北長狭通3-3-2TEL(391)4011(代表）

南京町店神戸市中央区元町通1-1-1TEL(391)5859

厳
選
さ
れ
た
原
料
の
み
を
使
用
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
て
い
ね
い
に
作
り
上
げ
る
。

ど
こ
に
も
真
似
の
で
き
な
い

と
っ
て
お
き
の
お
い
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

塾進達弐一一三

－－

-券.言幸二

~､胃、増

翫凝 砥
《

一

数千年の歴史の中で極められた本場の醍醐味が、家庭で

味わえる。それが味瑚（ウェイパー)。

鶏、豚などの特撰スープを基本に、新鮮野菜のエッセン

ス・高級油脂など20種類のスパイスを調合し、味・コク・

風味の３拍子が揃った高級中華スープの素．

また中華料理だけでなく、和・洋食にも使え、味の世界

が広がる、まさに神戸にふさわしい品である。本場中国の

秘床が、家庭で華開く。

と
、
っ
の

〒65o神戸市中央区北長狭通2-6-5〈トアロード）

TEL･O78-331-1114FAX､078-332-7374

８：３０～１８：３０(平日）９：３０～１７：３０（日祝)水曜定休

⑥遍話でどうぞ…

瀞(鋤I)40Ⅲ
瀞(鋤I)5859
●封摺でどう薯･･･
お申し込みは､に隠否品配送申込J則又は｢お手哩で

お届け先のこ住所.お名前･麺鯨唇弓､而昼扇号､品名聖教皿、

金湿を明肥の上.封四でご送付下さい．

⑨ファクシミリでどうぞ…
「ご則苔品霞送申込粟｣悪ファックス電お送りください含

徹(331)0192

J也方発送ｊ張り中！

、

南京町本店

神戸市中央区元町通1-1-4

ＴＥＬ､078-331-1.114

崖
函
園
一
求

ご贈鱗#Iﾆノ 重
ん
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こ
わ
し
等
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。
県

の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
こ
の
古
風
な
中
国
風
楼

に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
移
情
閣
の
基
層
と
第
二
層

<16〉

学部卒。神戸華僑総会常務理事外務部長などを歴任、現在は孫中山記念館副館長、

復原なった舞一子移情閣
王柏林

明
石
海
峡
に
臨
む
舞
子
の
海
辺
に
、
六
角
堂
と
も

呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
移
情
閣
の
あ
の
優
美
な

た
た
ず
ま
い
が
、
い
ま
よ
み
が
え
っ
た
。

明
石
海
峡
大
橋
と
そ
の
巨
大
な
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
は
、

日
本
の
世
界
に
誇
る
橋
梁
技
術
の
粋
を
結
集
し
て
造

ら
れ
た
力
学
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
か
た
わ
ら

に
建
つ
移
情
閣
は
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
理
想
を
説
き
、

日
本
と
中
国
の
間
に
心
の
大
橋
を
架
け
よ
う
と
し
た

孫
文
ゆ
か
り
の
遺
構
で
、
そ
れ
は
か
れ
の
日
本
国
民

に
託
し
た
平
和
へ
の
願
い
と
ロ
マ
ン
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

孫
文
を
記
念
す
る
こ
の
詩
情
豊
か
な
建
物
の
復
原

に
携
わ
っ
た
数
多
く
の
人
々
は
、
作
業
の
は
か
ど
る

な
か
で
建
築
学
的
時
代
考
証
の
新
た
な
発
見
に
興
奮

を
覚
え
、
又
、
孫
文
の
革
命
の
軌
跡
を
た
ど
る
展
示

の
構
成
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
内
に
、
期
せ
ず

し
て
孫
文
の
理
想
に
共
感
を
覚
え
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
間
に
人
間
孫
文
へ
の
傾
斜
を
深
め
、
情
熱
を
そ
そ

い
で
ゆ
く
人
達
の
姿
を
私
は
見
た
。

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
神
戸

で
活
躍
し
た
中
国
人
実
業
家
呉
錦
堂
が
舞
子
に
建
て

た
別
荘
は
二
棟
以
上
か
ら
な
る
二
階
建
て
の
欧
風
建

築
で
松
海
荘
と
付
け
ら
れ
た
。

大
正
二
年
、
中
国
の
革
命
に
生
涯
を
か
け
た
孫
文

を
日
本
は
朝
野
を
挙
げ
て
温
か
く
迎
え
た
と
き
、
呉

錦
堂
も
彼
ら
一
行
随
員
と
と
も
に
こ
の
松
海
荘
に
招

い
た
。
そ
の
日
、
松
海
荘
の
前
で
撮
っ
た
記
念
写
真

に
は
、
孫
文
に
心
酔
し
上
海
か
ら
随
行
し
て
き
た
日

本
人
、
山
田
純
三
郎
の
姿
も
見
ら
れ
る
。

中
国
風
楼
閣
を
建
て
移
情
閣
と
な
づ
け
、
多
く
の
文

人
墨
客
を
招
い
た
。
彼
ら
が
残
し
た
墨
跡
が
扇
額
と

し
て
多
く
残
さ
れ
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
移
情
閣
と

付
属
棟
が
今
日
の
姿
に
な
る
ま
で
に
は
移
築
や
と
り

呉
錦
堂
は
の
ち
に
漸
江
省
は
寧
波
府
慈
渓
へ
の
望

郷
の
想
い
を
こ
め
て
松
海
荘
の
東
に
正
八
角
三
層
の

閣
と
欧
風
の
付
属
棟
に
関
す
る
建
築
学
的
考
証
は
さ

れ
も
、
知
る
も
の
に
と
っ
て
は
見
落
と
せ
な
い
逸
品

ぞ
ろ
い
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
貴
重
と
さ
れ
て

妻
、
呉
芝
瑛
に
よ
る
。
明
治
維
新
に
多
く
の
憂
国

て

1929年神戸生まれ。1954年関西学院大学経済学部卒。神戸華僑総会常務理事外？

神戸中華同文学校顧問、（有）クレセント・インターナショナル取締役相談役など

の
志
士
が
自
ら
の
理
想
に
殉
じ
命
を
捧
げ
た
よ
う
に
、

近
代
中
国
革
命
の
時
期
に
「
秋
風
秋
雨
、
人
を
愁
殺

す
」
の
名
句
を
残
し
て
刑
場
に
散
っ
た
女
性
革
命
家

秋
理
が
心
を
許
し
た
数
少
な
い
同
志
が
こ
の
呉
芝
瑛

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

秋
理
も
か
っ
て
神
戸
で
船
を
降
り
日
本
の
土
を
踏

ん
だ
が
景
勝
の
地
、
舞
子
を
訪
れ
た
か
ど
う
か
、
さ

だ
か
で
は
な
い
。

移
情
閣
に
て
記
す

秋
理
に
就
い
て
は
武
田
篭
箸
「
秋
風
秋
雨
人
を
愁
殺
す
、
秋
理
女
士
伝
」

（
ち
く
ま
日
本
文
学
全
染
、
第
蛇
集
１
９
９
２
年
加
月
）
が
あ
る
。

は
廉
泉
と
い
う
文
人
に
よ
る
も
の
だ
が
、
墨
筆
は
そ

の
天
井
近
く
に
掛
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
一
局
額
が
い
ず

の て
い
る
『
移
情
閣
」
と
題
す
る
一
局
額
で
あ
る
。
詩
文

い
る
の
は
基
層
の
南
側
に
北
に
向
か
っ
て
掲
げ
ら
れ

■おう・はくりん

お
き
、
展
示
内
容
物
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
扇
額

初Ｉ
全

jF１新 白
ｉＥ§

局《
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５６

想
」
の
も
と
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
都

市
戦
略
を
推
進
し
て
い
る
当
社
で
も
、
神
戸

市
域
の
事
業
者
が
他
に
先
駆
け
て
、
Ｅ
Ｃ
や
蝿
Ⅲ
鰹

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
告
知
な
ど
を
Ⅲ
旧

積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
わ
画
ｉ

ま
た
、
神
戸
市
は
全
国
で
最
も
先
進
的
な

通
信
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
１
１
Ｊ

の
環
境
を
利
用
し
、
将
来
は
海
と
空
の
港
に

加
え
て
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
港
を
構
築
し
た

い
と
こ
ろ
だ
。

Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
鉄
砲
伝
来
、
ペ
リ
ー
来
訪

以
来
、
日
本
史
上
第
三
の
出
来
事
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
今
こ
そ
、
神
戸
の
人

た
ち
が
本
来
の
「
神
戸
人
気
質
」
を
も
う
一

度
発
揮
し
、
神
戸
を
盛
り
返
す
べ
き
時
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

神
戸
経
済
は
永
く
重
工
長
大
産
業
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
成
熟
産

業
で
経
験
さ
れ
た
高
度
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
も

た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。
彼
ら
こ
そ
、
産
業
と

し
て
は
若
い
Ｉ
Ｔ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
堅
実

な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
長
さ
せ
得
る
人
々
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神
戸
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
産
業

や
商
業
を
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
高
度
化
し
て
い

け
ば
、
結
果
と
し
て
新
産
業
が
根
付
い
て
い

く
。
そ
の
素
質
を
十
分
に
も
っ
て
い
る
の
で

坐
の
↓
台
。

１
１
革
命
の
今
こ
そ
が

神
戸
経
済
再
興
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

田
中
俊
和
〈
キ
メ
ッ
ク
株
式
会
社
農
取
締
役
専
務
》

陳
舜
臣
氏
は
、
神
戸
市
民
に
つ
い
て
「
あ

た
ら
し
が
り
と
軽
挑
浮
薄
の
神
戸
人
」
と
表

現
さ
れ
た
が
、
眼
は
常
に
未
来
を
見
据
え
、

軽
率
な
ま
で
に
ま
つ
し
ぐ
ら
に
先
走
る
の
が

神
戸
人
だ
そ
う
だ
。
明
治
の
初
期
、
神
戸
は

新
し
い
も
の
が
合
理
的
で
あ
れ
ば
、
軽
妙
に

受
け
入
れ
、
選
別
し
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。
ま

た
、
そ
の
セ
ン
ス
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

さ
て
、
時
ま
さ
に
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革

命
真
只
中
で
あ
る
が
、
わ
が
町
神
戸
の
現
状

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報

化
の
新
し
い
潮
流
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た

関
西
経
済
と
同
様
に
、
神
戸
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の

取
り
組
み
は
、
必
ず
し
も
充
分
だ
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。
通
産
省
の
統
計
を
み
て
も
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
年
間
売
上
高
の
神
戸
市

シ
ェ
ア
は
一
％
以
下
で
、
名
古
屋
、
横
浜
の

数
分
の
一
だ
。

確
か
に
、
Ｉ
Ｔ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技

術
は
費
用
対
効
果
が
見
え
に
く
い
た
め
、
初

期
投
資
に
傭
路
す
る
企
業
も
多
い
。
そ
こ
で
、

高
価
な
設
備
を
単
独
で
導
入
す
る
の
で
は
な

く
、
共
通
し
た
機
能
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
と

呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。
神
戸

市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
昨
年
四
月
設
立

さ
れ
、
「
神
戸
国
際
文
化
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
構

卸
仙
の
垂
局
面
兄
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